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2.3 評価対象となる機器および構造物の抽出 

高経年化技術評価の対象は、安全重要度分類審査指針7上の重要度分類クラス１、２

および３に該当する機器および構造物（実用炉規則別表第二において規定される浸水

防護施設に属する機器および構造物を含む。）ならびに「実用発電用原子炉及びその附

属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則（平成25年原子力規制委員会規則第5

号）第43条第2項に規定される常設重大事故等対処設備」（以下、「常設重大事故等対

処設備」という。）に属するものとする。 

ただし、機器単位で定期的に取り替える機器（具体的には、燃料集合体、バーナブル

ポイズン等）は除外した。 

 

(1) 評価対象となる機器および構造物全てを抽出する手順 

安全重要度分類審査指針およびこれを踏まえ具体的な分類を示した日本電気協会

「安全機能を有する電気・機械装置の重要度分類指針」（JEAG4612-2010）に基づき

識別した色塗系統図、社内規定（設備の重要度分類管理内規）、工事計画認可申請書

等を基に、評価対象となる機器および構造物全てのリスト（以下、「機器リスト」と

いう。）を作成した。 

評価対象となる機器および構造物の抽出フローを図－５に示す。 

  

                                                        
7 発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関する審査指針（平成2年8月30日原

子力安全委員会決定） 




